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疎甲号証
標　　　　　目
(原本・写しの別)
作　成
年月日
作成者
立　証　趣　旨
備考

４５の３
書籍「バイテク・センチュリー」（抜粋。102～111頁）
原本
19994.30
ジェレミー・リフキン（鈴木主税訳）
GM技術が人類史上前例のない技術上の力業であること。

GM技術の威力と共にその脅威も未曾有のものであること。


５１の２
「バイオテクノロジー戦略大綱

」（抜粋）
写し
2002.12.6
バイオテクノロジー戦略会議
GM技術の推進にあたり、国民が適切に判断し、選択できるシステムを作るため、国民理解の徹底的浸透を戦略の柱に掲げ、次の基本方針を明らかにした。

1． 情報の開示と提供の充実

2． 安全・倫理に対する政府の強固な姿勢を国民に提示


９５
陳述書
原本
2005.8.23
前筑波大学教授　生井兵治
· 「イネ花粉の生存限界時間は５分間であるという見解が現代の定説である」という見解に、科学的な根拠がないこと。

· 「イネ花粉の生存限界時間は50時間であるという見解は非科学的なものであり、退けられるべきである」という見解に、科学的な根拠がないこと。
· 債務者が予定する二重の袋掛けの防止策では、自然交雑の可能性を防止できないこと。

· 25.5メートルがイネ集団間に自然交雑が生じる普遍的な値であるという見解に科学的な根拠がないこと。
疎甲28の発言者であり、同30、同74の作成者。



９６
論文「Cytologia 36: 104-110」（抜粋）
写し
1971
Koga, Y., Akihama, T., Fujimaki, H. and Yokoo, M.（最後は疎乙113の作成者）

疎乙113の作成者である横尾政雄氏自らが、生物学的な花粉の寿命に関して、

「いくらかの花粉は例外的に15分間後でも生存していた。」

「これら例外的に長命の花粉についても、実際問題としては注目に値する。なんとなれば、少数の生存花粉、よしんばそれがたった１粒だけであったとしても、雌しべの卵細胞と受精するのには十分なのだから。」

と報告していること。
疎乙113の二、３で引用された論文

訳文添付

９７
新聞記事
写し
2005.8.23
日本経済新聞社
「ウイルスが見つかった鶏舎以外も、その養鶏場の鶏はすべて殺処分にしてきた」ほど厳格極まりない予防措置を取ってきても、なお鳥インフルエンザの続発が防げない事実。


以　上

3
2

